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世界につながるＪＡＢ認定
　正しい校正は CIPM MRA （計量標準の国際相互承認協定）に対応した
国家標準にトレーサブルな参照標準を用いて、ILAC MRA  （国際試験所
認定協力機構の相互承認取り決め）の下で認定された校正機関によって実
施される必要があります。
　ILAC MRA では、世界の各地域にわたって信頼に値する認定機関が互
いに相手の実施した評価を認め合い、署名しています。これら ILAC 
MRA 署名の認定機関が認定している試験所・校正機関等は、世界で合わ
せて 75,500 以上 (2022 年末現在 ) あります。

　ILAC MRA の枠組みで認定された
校正機関が発行する ILAC MRA マ
ーク付の校正証明書は、相互の同等
性が認められ、受け入れられます（相
互承認）。
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規 格 名：IATF16949（自動車産業品質マネジメントシステム規
格 ― 自動車産業の生産部品及び関連するサービス部品
の組織に対する品質マネジメントシステム要求事項）

要求事項：校正証明書又は試験報告書には、国家認定機関のマーク
が付されていなければならない。

　　　　　 （IATF 16949：2016 7.1.5.3.2 項）

事例
1 自動車産業

ILAC MRA に署名している認定機関から、 ISO/IEC 17025 に適合していると認定された校正機関
によって校正された道具を使用することは、上記要求を満たしているといえます。解説

解説
ILAC MRA に署名している認定機関から、 ISO/IEC 17025 に適合していると認定された校正機関によって校正された道具を使用する
ことが求められています。(Doc # UG.CAO.00132-003 (2022) Chapter 9 より )

解説
ILAC MRA に署名している認定機関から、 ISO/IEC 17025 に適合していると認定された校正機関による校正証明書は同等とみなされ
ます。NADCAP 認証制度においても ILAC MRA 校正証明書は有効です。

事例
2 航空運航業界、航空機整備業界

事例
3 航空機体・航空機用エンジン製造業界

事例
4 医薬品業界

規 格 名：FAA（Federal Aviation Administration, 米国連邦航空局）14 CFR §21.137
要求事項：すべての測定工具／設備は ( 中略 )、FAA が受け入れる計量標準にトレーサ

ブルに校正されること。

規 格 名：EASA（European Aviation Safety Agency, 欧州航空安全機関）規則 Part 145
要求事項：機体整備を行う機関は、道具、設備特に試験設備が、公認された規格・計測標準にしたがって管理され校正されていることを

確実にしなければならない。

規 格 名：AMS 2750（米国航空宇宙材料仕様書）
要求事項：使用する温度センサーは米国標準技術研究所（NIST) 又は同等の国家計量標準に

トレーサブルな校正を受けたことを証する校正証明書を有する参照標準によって
校正されなければならない。

規 格 名：JIS Q 9100 / AS 9100 / EN 9100
要求事項：定められた間隔で又は使用前に、国際計量標準又は国家計量標準に対してトレーサブルである計量標準に照らして校正若しく

は検証、又はそれらの両方を行う。(7.1.5.2 a)

規 格 名：FDA 21 CFR §820.72
要求事項：検査、測定、および試験装置に使用される校正の標準は、国内または国際基準に

トレーサブルでなければならない。
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